
障害 の ある人たちの A R T と社会的なI N N O V A T 1 0 N

G o o d l
●bOJ セミナ ー

弘たちは 今､
一 人 ひとりが自分 の 感覚で モノ やサ

ー

ビス を選 ぷ 時代に 生きて い ます｡ 価値観 の 多様化と感

情生活 の繊細化 と いう社会変化が 起こ っ て いる か らで す｡

そうした時代に 呼応して ､ 財団法人 たん ぽ ぽ の 豪は 障害の あ る人 たちの独創的な表 現を
｢ A R T X D E 引G N ｣

の 手法で ､ 芸術性と実用性に 富んだ モノづくりを提唱 して い ます｡ それ に は ､ 地 域の 企業の 優れた技術力と

新しい ｢ 美と用｣ を流通 させるセ ンス が求め られ ます｡ そこ には 新しい 価値を創 造し､ 分 かち合う
｢ S H A R E ｣ の

精神が必要です｡ この セミナ ー で は ､ ア
ー ト･ デザ イン ･ ビジネス の 分野を超 えた協働を通 して ､ 多くの 人たちが

誇りをも っ て働き､ 豊 か になる社会の あり方を考えたい と患 い ます｡ みなさまの ご参加をお待ちして います｡

T O K Y O
G o o d J o b ! セミナ

ー

@ 乗京

2 0 1 3 年1 1 月2 9 日[金]
1 8 : 0 0 一 - 2 0 : 3 0

ダイヤモンドネ土石山記念ホ
ー

ル

H I Y R G I
G o o d J o b ! セミナ

ー @ 宮城

2 0 1 ユ年 1 2 月1 5 日[日]
1 4 : 0 0 - 1 7 : 0 0

せ んだ いメデ ィアテ
ー ク1 F

オ ー プンス ク エ ア

F U K U O K R
G o o d J o b ! セミナ

ー @ 福岡

2 0 1 4 年 2 月1 5 日[ 土]
1 4 : 0 0 ～ 1 7 :0 0

イム ズ1 0F セミナ
ー

ル
ー ム A
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2 01 3 年1 1 月2 9 日[金] 1 8 :0 0 ～ 2 0 : 3 0
会 場: ダイヤモ ンド社石山百己念ホ

ー

ル

( 東京都渋谷区1-1-8 青山ダイヤモン ドビル9 階)

定 員:9 0 人(申込先着順)

プ ロ グ ラム

1 7 :4 0 受付

1 8 :0 0 あいさつ

1 8 :1 0 ト
ー

ク① - -

｢ 障害者ア ー トの商品化とトリプル コラボの実現｣
● 間中伸也(H T O K Y O / オ ー ル ドフ ァッ ショ ン株式会社代表取締役)

●八巻 誠(タビオ株 式会社 メンズ営業部係 長)

●山口里佳( エイブル ア ー ト カ ンパ = - ス タッ フ)

この 秋､
ハ ンカ チ と靴下と いう真なる製品 に エ イプル アート カン パ ニ ーの 作品を

使用した 同じテサ インの 商品が 販売されました｡ T 地わ× H T O K Y O x 障害の ある人

の アートを仕執 こつ なげ るエ イ7 ル アート カン パ ニ ーの三 者 によるトリプル コ ラ ボ
実現の 背景と可能性を報告 します .ノ

1 8 : 40 ト ー ク④ -

｢ 伝統技術と陣書のある人の表現による新しい 製品の開発｣
●野 呂英俊(株 式会 社イングラノHIQ U D E SI G N 代表取締役)

● 樋 口舶二(N P O 法 人まる代表理事)

福岡の伝統 産業て ある 博多織と陣容の ある人たちか 通う福祉施設てあるエ 房まる

によるブ ロシ ェ クト｢ m 即 U g O 〔0 〔iム 使う人の 気持ちや時 間を心地よいもの にと い う

想 い か ら昭り上けられた風呂敷は ､ これまで の博多紹の イ メ ー ジを刷新しました｡

さまさ■まな 立場の人が 関わることて 実現した伝 統 X 革新の可能性を報告します ノ

19 :0 0 ト ー クセ ッ シ ョ ン ー

｢ 企業と福祉の協働のものづくりによる社会のイノ ベ ー

シ ョ ン｣

● 田村 大(株式会社R 引 P u 柚 ⊂共同代表)

● 塩瀬隆之(元京都大学准教授)

価値観が 多様化する なか でもの つ くりに も新た な視点 が求 め られ て い ます∴社会

の イノ ベ ーシ ョン に つ なが る企 業と福祉 の協 働 ､ そして これか らの もの づくりに

つ い て考 えます ｡

1 9 :3 0 交流会

登壇若や 参加者 とともに 交流を深め 情報 を交換す る交流会で す｡ ぜ ひ お 気 掛 こ

ご琴力□くださ い ｡

参 加 費墓誌蒜詔竺濡㌘謡憲諾らます｡
▼

申し込み締切: 東京セ ミナ ー 1 1 月2 2 日(金)

G 0 0 d J o b l セミナ ー @ 福岡
20 1 4 年2 月1 5 日[ 土] 14 : 0 0 - 1 7 : 0 0
●会場:イム ズ1(lF セミナ ー ル ー ム A ( 福岡県福 岡市中央区天神 ト7一川
■定 員: 70 人(申込 先着順)
凱詳細や最新 の情報 は W 【B でこ硯琵くだき い ｡

2 0 1 3 年1 2 月1 5 日[日] 1 4 :0 0 ～ 1 7 : 0 0
会 場: せんだ いメディアテ ー ク1 F オ ー プンスクエア

( 宮城県仙台市青葉区春日町2 -1 )

定 員: 7 0 人( 申込先着順)

プ ロ グ ラム

1 3 :3 0 受付

1 4 :0 0 あ いさつ

1 4 :1 0 プレゼンテ ー シ ョ ン ー ー
｢ ア

ー

ト × デザインによるソ ー シャ ル ビジネス｣

● 播磨靖夫( 財団法人 たんほほ の 家理 事長)

今 ､ アート による 障害 の あ る人 の 社会 奉加 や所 得の 向上 が 着日されて い ます ｡
障害のある人の アートの独創性と企菓の 技術 力をチ サイ ンで つ なぐことで ､ その 魅力

や可能性をビ ジネス として社会 に い か す 方法 につ い て提 案しますこ

1 4 : 50 ト ー ク① - -
｢ 製造メ

ー カ ー

と薄青の ある人の表現のコ ラボ レ ー シ ョ ン｣

● 森 豊(株式会社西 山ケ ミックス代表 取締 役)
工 業用 コム 製品全脇の 部品 ､ 製品の企画 磯 計 ･ 製造 偲 完を行う西山ケミッ クス っ 東日

本大震災後 ､ 専門性をい か して ､ 東北の障害の ある人の仕 事つくりを立捉して い ます っ

企業としての 社会 へ の 意識と継続的に支援する取り組みを報告します .

1 5 :2 0 休憩

1 5 :3 0 ト ー ク④- - -
｢ ネットワ ー クによる共同ブランド『叩 亡くi al m i x プロ ジェクト』｣

●本多佳美( N P O 法人あおでら あおぞらポコ レ ー シ ョン 施設長)

5 P e ⊂i a I m i x は ､ 新潟 の 障害者施 設の 議軌 とデ ザ イ ンを結 び つ ける 活動て あ り､

ブ ランドてすり フう ンドマ ネージャーやデザ イナー､ 広報 な どの 専門家の 協力の も

と ､ 福 祉兼設が 研修 を重 ねて 商品プ ロ デ ュース に つ い て 学び あ い ､ 社会 に発信 し
てきた取り組み に つ い て 報告します｡

1 6: 0 0 ト ー ク④ - -

｢G o o d J 0 1‖ 東北プロジ ェクトの試み｣
● 柴崎由美子(N P O 法人 エ イブル ･ ア ー ト ジ ャパ ン代表理事)

東日本大蛋 災後 ､
｢ 創 造する 力を仕 事 に｣ をテーマ に ア ー トやデ サ イ ンの 面 か ら

刺 ヒの 障害の あ る 人の 仕事お こしを支援 してきた G o o d J o b ! 棄北プロ ジ ェ クト

宮城県や福 島県内の 障害者施設と取り組 んできた事例を報告します｡

1 6 : 3 0 休憩

1 6 : 4 0 まとめ

｢ ア ー ト､ デ ザインによる地域の産業振興｣
● 中西百合(仙台市経溝局産業振興誹創造産業係長)

東 北 に お い て 地域 の 産 業毎 輿を行ううえて ､ 企 業と福 祉が 連 携し ､ との ように

新 しい クリ エ イテ ィフ な 仕事 をつくっ て い くこ とが て きるか を行政 の 立場か ら提

案します,

17 :0 0 閉会

17 :0 0
-

1 8 :0 0 交流会

参 加 十芸毒㌫蒜詔鵠管精霊諾らます｡
▼

申 し込み締切: 宮城セミナ ー

1 2 月 6 日(金)

お申し込み方法 奉加 申 込 フォーム に必 要事 項 を ご記入 い た だ き ､ お 申 し込み 先 ま でE- m れ ウェ ブサ イトま た はF A X で お 申し込 みくだ さ い
｡

参 加 お 申 込 み フ ォ ー ム

F A X ･0 7 4 2 - 4 9 - 5 5 0 1 E -

m a il : g O O dj o b @ p o p o . o r .j p U R L h t t p :〝g o o dj o b p r oj e c t . c o m
お名前卜言､ り がな] : 所闇 卦 活動内容

ご住所r団体以外の 喝合は｢ 個人宅｣ と書き添 え て くだ さしり

T E L ▲ F A X , [- m a il .

参加セ ミナ
ー

ロ 東京セ ミナ
ー

ロ 宮城セ ミナ ー

享交流会(2 .0 0 0 円) □ 参加 口不参加

お申し込み､ お 肌 ､ 合わせ先 禦禦禦禦警クヒ〒警聖8Pだ至早市六竺西 3
- 2 5 ･ 4 財団 温人 たんぽ ぽの家内

T bl ･0 7 4 2 - 4 3 - 7 0 5 5 F a x ･0 7 4 2 - 4 9 - 5 5 0 1 E - m a iJ ･ g O O dj o b @ p o p o . o rj p U R L .h t t p :// g o o d] O b p r qj e c t . c o m


